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【はじめに】 

ＩＢはコロナウイルスによる呼吸器障害、腎

炎、腸炎、産卵低下などを示す鶏の伝染病であ

る。ＩＢウイルスの特徴は抗原変異しやすく、

様々な遺伝子型が存在する点であり、この疾病

の予防には野外株と同じ遺伝子型のワクチンを

接種することが重要である（表１）。令和２年１

月から６月にかけて３鶏群に連続してＩＢ（Ｊ

Ｐ-Ⅰ型）が発生したため、その概要を報告する。 

【発生状況】 

発生農場は、隣接したウインドウレス鶏舎２

棟に初生から大雛の日齢が異なる育成鶏群が各３万羽飼育されていた。ＩＢワクチン接種

株は、初生時にＣ７８、１５日齢にＯＮ、３０日齢にＨ１２０、５５日齢にＴＭ８６であっ

た。 

第１事例は１月１９日に第１鶏舎で、第２事例は４月２１日に第２鶏舎で、第３事例は

６月２９日に第１鶏舎で発生し、いずれも元気消失と死亡羽数の増加がみられた。 

【検査及び結果】 

発症した３鶏群に対し病性鑑定を実施した

（表２）。病理組織学的検査では腎臓間質の高

度なリンパ球浸潤及び尿細管の壊死が認めら

れた。ウイルス学的検査では腎臓等からＩＢ

ウイルスが分離されたため、ＩＢと診断した。

その遺伝子配列はすべての事例でＪＰ-Ⅰ型

に分類され、その中でもＳ９５ワクチン株に

非常に近縁であることが判明した。さらに、分

離株間のＳ１遺伝子の相同性は９９．２～９９．６％で、同一株と考えられた。細菌学的検

査では有意菌は検出されなかった。 

【対応】 

第１事例後は、分離株と遺伝子型が同じＣ７８株を初生時に接種しているため、管理獣

医師の意向により経過観察とした。第２事例後は、２度目の発症であることから初生時ワ

表１ ＩＢウイルスの遺伝子型及びワクチン株 

表２ 検査の実施状況 



クチンをＳ９５株へ変更した。第３事例後は、繰り返しの発生であることから、ワクチン

を変更した上で２棟の鶏舎を約１か月間、完全に空舎とし消毒を徹底した。その後の導入

鶏群では、現在までＩＢの発生は認められない。 

【まとめ】 

当該農場では、隣接する２棟の鶏舎の吸排気シ

ステムが構造上、互いにＩＢウイルスを曝露させ

ていることが疑われた（図１、２）。このことか

ら、第２、第３事例の鶏群で分離株と同じ遺伝子

型のワクチンを接種したにも関わらずＩＢの発

症がみられたのは、発症を防御できるレベルまで

抗体価が上昇する前に、隣接鶏舎から伝播したウ

イルスに感染したためと考えた。したがって、第

３事例発生後、ＩＢ発生を防ぐことができている

のは、両鶏舎が空舎となる期間を設け、感染源を

なくした上で鶏舎を消毒することで、農場を完全

に清浄化したためであると推測した。 

本事例より、間隔の狭い鶏舎構造や、常に農場

内に鶏を飼育している飼養形態の場合、例え鶏舎

構造が適切であっても伝染病の連続発生を防ぐ

ことは難しいと考えられた。 

今回、ハード面の整備等、根本的な問題解決に

は至らなかったため、今後、当該農場で同様の事

例が発生する可能性は否定できない。したがっ

て、オールアウト後発症のみられない鶏群の追跡

調査を行っていくとともに、初生雛の導入間隔を

調整する等の対策を提言していく予定である。 

 
図２ 吸排気システムを介した鶏舎間のウイ

ルス（Ｖ）の曝露 

 
図１ 発生農場の吸排気システム 


